
日薬情発第 135 号 

令和 5年 12月 18日 

 

都道府県薬剤師会会長 殿 

 

公益社団法人日本薬剤師会 

会長 山本信夫 

（会長印省略） 

 

 

日本薬剤師会薬剤師職能振興研究助成事業に採択された調査・研究について 

 

 

平素より、本会業務に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

令和 5年 7月 3日付、日薬情発第 44号「日本薬剤師会薬剤師職能振興研究助成事業の

募集について」でお知らせいたしましたとおり、本会では、調査・研究事業の一環として薬

剤師職能振興研究助成事業を創設し、対象となる研究に助成金の交付を行うことといたし

ました。 

厳正な審査の結果、令和 5年 12月 12日開催の本会理事会において以下の調査・研究が

採択されましたのでお知らせいたします。 

 

川上 美好（かわかみ みよし・50歳）（所属：北里大学薬学部） 

「保険薬局における自己注射薬の適正使用推進に向けた調査研究  

-処方の実際と薬剤師の対応の現状より-」 

助成額 1,970,000 円 

 

日下部 吉男（くさかべ よしお・46歳）（所属：帝京大学薬学部） 

「ウエアラブル端末等 ICTを駆使した地域住民の健康データ管理システムの構築 

およびフレイルサポート薬剤師養成プログラムの開発とその効果の検証」 

助成額 2,000,000 円 

 

大光 正男（おおみつ まさお・53歳）（所属：第一薬科大学薬学部） 

「薬局における心房細動による心原性脳梗塞予防に向けた家庭用心電計を用いた取り組み」 

助成額 1,890,000 円 

 

資料３
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記 

採択までの流れ 

１．募集 

（１）募集期間 

7月 3日～10月 6日（必着） 

（２）広報 

7月 3日に県薬通知を発出し、日薬ホームページに募集要項を掲載した。また、日

本保険薬局協会、日本チェーンドラッグストア協会、薬学部長（全国 79大学）にも

募集要項を郵送した。 

２．審査 

(１)（審査委員会開催前）事前審査採点表への記入 

審査委員が各自「新規性」「重要性」「発展性」「実現性」「社会的意義」の 5つの観

点で評価を行い、事前審査採点表に採点結果を記入した。 

(２)（審査委員会開催前）当日審査採点表への記入 

事前審査採点表の結果、絞られた 10件について審査を行った。各審査委員が「当

日審査採点表」に、採択されてもよいと考える研究３件を選択した。 

(３)審査委員会 

「当日審査判定表」をもとに審査委員会で審査を行い、選考を行った。 

３．採択 

審査委員会の結果を 11/28開催の常務理事会に諮り、その後、理事会（12/12開

催）で承認された。 

 

※ご参考までに、「募集要項」を添付いたします。 

 

 

以上 
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1 

 

 

令和 5年 7月 

 

日本薬剤師会 薬剤師職能振興研究助成事業 

募集要項 

 

公益社団法人 日本薬剤師会 

 

1．主旨 

本事業は、医療及び薬事衛生における薬剤師職能及び薬局機能について、発展を希求する研

究や状況調査に対して助成し、もって国民の健康な生活に貢献することを目的とする。 

 

2．調査・研究課題 

以下の薬剤師及び薬局に係る調査・研究を募集する。 

①対人業務の強化 

②医療の質並びに患者満足度の向上 

③医療費の適正化・医療資源の有効利用への貢献 

④薬事衛生活動による地域公衆衛生への貢献 

  なお、都道府県薬剤師会又は地域薬剤師会と連携して研究を行うことを原則とする。 

 

3．申請締切・方法 

・ 申請締切は令和 5年 10月 6日 ※必着 

・ 所定の申請書（日本薬剤師会ホームページからダウンロード）に必要事項を記入し、日本薬

剤師会まで郵送する。他の方法では受け付けられない。 

 

4．申請対象者 

申請者は、研究開始から完了まで日本所在の大学・研究機関・薬局・薬剤師会等に所属する研

究者、又は調査・研究を志向する者とし、日本国内に居住しているものに限る。なお、日本薬剤師

会の会員であることが望ましい。 

（申請に関する注意事項） 

・ 他機関等からすでに助成を受けている同一の調査・研究による申請はできない。 

・ 同一の調査・研究について本事業と並行して他機関等の助成事業に申請している場合に

おいて、他機関からの助成が決定した場合、本事業からの助成を受けるためには他機関等

の助成を辞退することを条件とする。 

※他機関等へ重複申請の際は、必ず申請書にその旨を記載すること。 

・ 本事業の助成中に同一の調査・研究について他機関等からの助成を受けることはできない。 
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2 

 

・ 営利目的で、調査・研究の業務を反復的かつ継続的に行う組織等は助成対象としない。 

 

5．助成額及び助成期間 

・ 課題 1件につき 200万円を限度とする（審査の上、減額する場合がある）。採択件数は 3件

程度。 

・ 助成期間は原則として令和 7年 12月末日までとする。 

・ 研究の実施に直接必要な下記の費用項目に該当する経費を対象とする。申請額を限度額

に近づける必要はなく、必要な金額を申請すること。 

 

 

6．採択方法及び採否通知 

・ 日本薬剤師会薬事関連情報評価・調査企画委員会において調査・研究課題の内容につい

て「新規性」「重要性」「発展性」「実現性」「社会的意義」及び「総合評価」の観点から選考し、

日本薬剤師会理事会が採択を決定する。 

・ 採否の結果は、令和 5年 12 月中に電子メールで通知する。選考過程に関する問合せには

応じられない。 

・ 採択した調査・研究課題については、助成対象者の氏名・所属職名・研究課題名・助成金

交付決定額を公開する。 

  

費用項目一覧： 

・諸謝金：外部協力者への謝金等。1人につき 1回上限 2万円、2回まで。 

・旅費：研究実施のための、申請者・共同研究者の交通費・宿泊費（1 回 2 名分まで）。宿泊は

おおむね 1泊 1万 5千円まで。旅費はなるべく安価になるようにする。海外渡航費は不可。 

・図書費：必要な図書・資料のための費用。 

・消耗品費：必要な機材や文具等の費用。パソコン、プリンター、カメラ等の、助成終了後も手

元に残る汎用性がある備品の購入は不可。 

・印刷製本費：所属機関が所有するコピー機等を利用した場合は不可。 

・通信運搬費：必要な通信費・郵送費。携帯電話等の通信機器の購入は不可。 

・会議費：打合せの会場費・備品費。弁当代は不可（お茶代程度は可）。 

・作業費：必要な補助作業を行った者に対する費用。申請者・共同研究者が所属する機関に

雇用されている者への支出は不可。 

・論文作成費：投稿論文の翻訳・英文校正料、論文投稿料、論文掲載料 

・雑費：各種手数料等 

 

※記載内容に不明な点がある場合は審査委員会より確認を行う場合がある。 
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3 

 

 

7．助成金の交付 

・ 助成金は、令和 6年 1月に一括して交付する。 

・ 決定した助成金は申請者本人名義の口座に振込む。 

※申請者の所属先の規程等により、申請者個人名義の口座への振込みが困難な場合には、

事前に事務局まで連絡すること。 

 

8．成果の報告・公表・論文投稿 

・ 助成を受けた者は令和 7年 1月までに、研究の進捗状況（収支に関する書類を含む）をとり

まとめた「中間報告書」を日本薬剤師会に提出すること。その際、必ず可搬媒体（CD-ROM

等）に記録して、可搬媒体と共に提出する。 

・ 令和 7年 12月までに、研究結果と経費の支出をとりまとめた「完了報告書」を日本薬剤師会

に提出すること。その際、必ず可搬媒体に記録して、可搬媒体と共に提出する。 

・ 令和 7 年 12 月までに学術論文誌に本調査・研究に関する論文の投稿を行うこと。その際、

論文内に、本事業の助成を受けた研究成果であることを明記し、論文のコピー等をＰＤＦに

て電子メールに添付の上、本会に送付すること。 

・ 令和 7年 12月までに、本会主催の学術大会において口頭もしくはポスター発表を申し込む

こと。 

・ 報告書は論文化後に日本薬剤師会ホームページ等に公開する。 

 

9.個人情報 

・ 日本薬剤師会が本件に関して取得した個人情報は、選考や助成の可否の通知など本申請

に関する業務に必要な範囲に限定して使用する。 

 

10.その他 

・ 採択された調査・研究については、倫理審査委員会の承認を受け、関連した法規、指針、

ガイドライン等を遵守して実施すること。 

 

【問合せ・申請書類提出先】 

公益社団法人日本薬剤師会 医薬情報管理部 

〒160-8389東京都新宿区四谷 3-3-1 四谷安田ビル 7階 

ＴＥＬ：03-3353-1193 ＦＡＸ：03-3353-8160 E-mail：di@nichiyaku.or.jp 
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